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事務局が管理・運営している。この基金には????年 ? 月現在で ? 億 ? 千 ? 百万ドルが拠出されてい













































??）?小泉総理大臣演説、「創造的パートナーシップに向けて」アジア協会主催後援会、シドニー、平成??年 ? 月 ? 日、
　　??????????? ???? ?????????????????????????????????????? ???、?????年 ? 月??日にアクセス。
??）第???回国会における福田内閣総理大臣施政方針演説、平成??年 ? 月??日、
　　??????????? ?????? ?????????????????????????????????????? ????????年 ? 月??日にアクセス。
??）?高村正彦外務大臣　スピーチ　「平和の創り手『日本』」、シンポジウム「平和を築るー日本と国連」平成??年 ? 月??日、東京。
　　??????????? ???? ????????????????????????????????????? ????????年 ? 月??日にアクセス。









































における文化の役割を紛争の段階、すなわち（ ? ）対立、係争段階、（ ? ）武力紛争段階、（ ? ）停



































































めに、インフラ整備などの経済援助とあわせて次の ? 項目が必要である。（ ? ）紛争当事者間の和解、








国際公共政策研究 第3巻第  号
②　紛争地住民の自らの誇りの回復
　紛争中は武力衝突の下で逃げ回り、虐殺され、村も焼かれるなど本来の生活基盤を失い、それと
ともに自らの誇りも失うことが多い。この誇りを回復することが、復興に向かう住民の気力を取戻
すことに繋がる。これが復興を促し、鼓舞することにつながっていく。例えば、文化的伝統の復興
に直接協力していくこともその一つであり、歴史的遺跡などの修復では平和安定後の観光の誘致や
それに伴う収入につながっていく。例えばアフガニスタンの伝統的な陶芸の村イスタリフがタリバ
ン政権時代にほとんどの窯を失ったが、現地の若い陶工達を日本の陶器の里に招聘したところ、自
らの伝統を再認識し、帰国後陶芸を再開した事例がある。
③　紛争で傷ついた心の癒し
　紛争で傷ついた住民、特に子供の心の傷を癒すことは紛争後平和構築の重要な要素である。長く
親や兄弟、親戚、友達が殺されることを目の当たりにした子供たちの心を癒し、将来に希望を持て
るようにすることである。独立を巡るインドネシア国軍と???の戦闘で傷ついたインドネシア・
アチェや、やはり独立を巡る騒乱で両親をなくした東チモールの子供達に日本の児童演劇の専門家
を派遣して寸劇を見せ、また自ら創作させることで子供達の心をケアし、父兄や教師にも新たな希
望を与えた事例、或いは『キャプテン・翼』のアニメのアラビア語版をイラクのテレビ局に提供し、
子供たちが自らの未来に目を向けるようになった事等がある。
（ 5 ）民主化支援　
　民主化支援では、ガバナンスのための政策支援、議会の設置、選挙制度導入・実施、司法制度整
備などがあげられる。日本政府は政府開発援助（???）において長く経済開発と民生の向上を目
的として、受け入れ国の内政にかかわることは意識的に避けてきた。しかしながら、冷戦後内戦が
増加し、紛争後の復興支援では国造り、いわゆるガバナンス支援が不可欠になってきた状況の中で
民主化支援も視野に入れるようになった。
　例えば、民主的な国家をつくるために、自由で独立したメディアが発達することが重要である。
そのためには言論の自由を確保するとともに国造りに関する情報を提供するメディアを育てるこ
とが必要である。日本はタリバン政権崩壊後のアフガニスタンのテレビ放送を支援している。さら
に民主化支援では、音楽、演劇などの文化的媒体を使うことで一般国民が表現の自由を行使し、実
感できる環境を作ること、紛争中に抑圧されて教育の機会を得ることができなかった女性や子供の
教育支援も重要である。例えば、識字教育やガバナンス教育をテーマにアートを通した民衆啓発を
しているフィリピン教育演劇協会（????）を国際交流基金は支援している。
包括的平和構築考 －文化の視座から 
おわりに　
　このように平和構築において文化関連活動は「触媒」として武力紛争を防止したり、また紛争後
に平和を定着させる「ファシリテーター」として包括的平和構築に貢献する。例えば、元紛争地に
おける児童演劇の役割について、「演劇は生活を反映するものであり、安全な環境で様々な感情を
経験することができる場」であり、「作品を通じて子供達が生きることの意味、希望と夢を知るこ
とができる」??）と評価されている。紛争直後の不安定な時期には、政治的活動は警戒されがちであ
るが、文化活動であれば抵抗感が和らぐ。
　言うまでもなく ? 度の文化関連活動により紛争地の平和のために播ける種や希望はわずかかも
しれない。参加してくれた現地の人々の心をいやすことができたとしてもそれは大海の一滴にすぎ
ないという声もある。紛争地では住民の夢や希望を政治のうねりや暴力の応酬がすべて押し流して
いく厳しい現実もあることを忘れてはならない。また、食べることもままならず、安全に住める家
も失い、難民キャンプで暮らしている時、また戦争が終わって武装解除されても仕事がなく、家族
を食べさせる収入が無い時に「何が文化だ。それより食糧、家屋、建物、道路だ。」という声も強い。
　しかし、約 ? 割の再発率といわれる紛争の悪循環を断ち切り、平和を根付かせるためには政治、
社会、経済、文化のいずれもが包括的に統合されたひとつのシステムとして機能することが平和構
築のために不可欠である。たとえ学校が修復されても、そこで教える人々や学ぶ子供たちの心に紛
争の影が色濃く残っていてはこれらの設備も十分には生かされない。長い目でみた平和と安定に
は、人間の心が本来の姿に立ち戻り、憎悪や対立を超えて将来に希望が持てることが必要である。
戦争しか知らない子供たちや住民に、平和な生活がどのような可能性を秘めているかを体験しても
らうことで平和の尊さを実感してもらい、これが武力紛争へのエスカレート、あるいは紛争再発を
防止することにもつながる。政治的な対立や憎悪がある場合、政治対話は難しくとも「文化」を触
媒とする活動や対話は可能な場合が多いし、関係者にとっても受け入れやすい。さらに紛争の原因
のひとつに複数の文化の確執があることも念頭に文化関連活動を通じた平和構築も視野にいれる
ことが、本格的な平和構築につながっていこう。
??）? ???国際児童・青少年演劇フェスティバルおきなわにおけるイギリスのビッキ・アイルランド　アート・イン・アクション
会長のコメントに基づく。
